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ボーリング柱状図
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栃木県真岡土木事務所 2010-08-05 ～ 2010-08-18
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173.14 3.50 3.50

ローム
(Lm)

172.64 0.50 4.00

旧崖錐堆
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(Tl)

168.39 4.25 8.25

安山岩
(An)

淡
褐

褐
灰

暗
灰

暗
灰

暗
灰

粘土化した火山灰である。
上部は木根混入。
全体に均質である。
1.90～2.00mに黄褐色軽石層を挟
む。

礫混じり粘性土。一部硬質安山岩
礫を含む。

4.00～4.50mは強風化し、軟質で
指圧で崩壊する。

4.50m以深は弱風化部と割れ目沿
いに風化した部分とが交互にみら
れる。

5.50mのL70°の割れ目下方が風化
。
6.60mのL10°の割れ目上方が風化
。

1.15

1.45

1

20 1

2

30 2

2.15

2.45

1

15

1

8

1

7

3

30 3

3.15

3.45
1 1 1

3

30 3

4.15

4.45
2 4 8

14

30 14

5.15

5.45
8 20 22

50

30 50

6.15

6.45
6 7 10

23

30 23

7.00

7.13
20

30

3

50

13 >50

8.00

8.25
15 20

15

5

50

25 >50

08/17

08/18


